
3B3B3B3B＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿２２２２２２２２個個個個とととと＿＿＿＿ＬＬＬＬ２２２２２２２２２２２２２２２２、、、、単単単単三三三三４４４４本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに    

このペペペは、 「＿＿＿２２個とＴ＿４４４Ａを、単三４本の懐中中灯に入れれ」 の懐中中灯の中中を、＿Ｌ２２２２に変更

しししのしし。 説明の不不しししれ箇箇は、元のペペペをを覧くくくし。  

  

２１１円均均均の単三４本の懐中中灯に、 昇中圧ＩＩＴ＿４４４Ａを入れしれしれ、構構れしがが上げしげがしのし 不不

合を生じじじにじがしのし、作り直しことにしし。 

この懐中中灯には、ニニニニ水水単三を使じ予予くがしのし、 手手がの別の昇中圧ＩＩ、＿Ｌ２２２２を使がしれし報報

しし。  

 

左：外観しし。右：上上の＿＿＿しし。 ２Φ＿＿＿を２２個、＿Ｌ２２２２し昇中圧しし 

回回回回回回回回図図図図とととと予予予予数数数数のののの設設設設予予予予    

 

回回は＿Ｌ２２２２を使がし標標標じしのしし。 

予数は、ココニ＿２は３３µＨ、＿＿＿の中電電電電電は、全全６６オペオ。  

中電コココココペ２２１µＦＦ２２Ｖ、３個は低＿ＥＥ製製を使使。  

 

白白＿＿＿は２個を３組組組に接続ししししし。 ＿＿＿の設設中電は、２６ｍＡ×３し２４ｍＡしし。  
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構構構構構構構構をををを考考考考考考考考ししししれれれれ    

 

全製の配配と配配を考えし図上を作り、基基に貼り付けしし。 回回を載せれ基基には回転止めの切り欠きし必必し

し。 右：支支と中電。下：＿Ｌ２２２２とココニ３３µＨ  

 

左：再再使の＿＿＿。右：全製部付けと配配。  
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完完完完完完完完しししししししし    

 

全製を部り付けし２枚の基基を２層構構に組組しし

し。 

 

＿＿＿かかの配配ををじをと完完しし。 

 

円周かか全製れはれ出じなじに注注れ必必しし。 
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次は、可変中電しのテテテコペテしし。  

 

充中充のニニニニ水水中水は、４本し、４．６ＶＶ４．２Ｖしししし。 測予測測を見れと、この間は出出中電は変わりし

せせ。 をしりは、このＩＩを使がしことは正電ししでじ。  

Ｔ＿４４４Ａ・＿Ｌ２２２２ コペテの比比と資資は同じしし。  

 

照照設テテテ：２４１１＿ＬＬＦ２２ｃｍ、２２１＿ＬＬＦ２ｍ  

左上：  

左かか、本本、今回作がししの、テスペス、カカペ  

左：  

点灯ししれししし。くしれに明れししし。完完し

し。  
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